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要旨　’本研究の［的は ，随伴性陰竹変動（ＣＮＶ〕の解消過程の伽体発達に伴う変化と視覚短期記憶
，

聴覚短期記憶，視空問構成能力 ，実行機能などの認知発達との関係をとらえ ，ＣＮＶ解消課程が，どのよう

な認知発達と閑係するか検証することである ．また ，ＣＮＶ解消課程と言忍知機能発達との閑係が，Ｐ３００と認

矢１１機能発ｊ韮との関係とどう共なるかについても見た

　７－２４歳（平均１４歳２ヶ月±５歳７ケ月）のユ５名を対象に ，ＣＮＶ，ＣＮＶ解消課程，Ｐ３００を測定し ，同時

に実施した４種の認知検査（ＷＩＳＣ－ｍの「数 口〔」 ，「積木模様」 ，Ｋ－ＡＢＣの「位嵩１探し」 ，Ｔｈｅ　Ｗｉｓｃｏｎｓｉｎ

Ｃａｒｄ　Ｓｏｒｔｉｎｇ　Ｔｅｓｔ（ＷＣＳＴ））結果との杣関を見ることとした

　その結 ・果
・， ＣＮＶ振幅は ，どの認知検査の項Ｌ．１とも柵１臭１が認められなか った ．Ｐ３００は ，Ｃｚから１、掌出された

１榊寺が，聴覚的短期記憶，視空間構成能力 ，実行機能の評仙と ，Ｐｚから導川されたＰ３００潜時が，視空問構
成， 実行機能の評仙ｉと閑係していることが示された ．ところがＣＮＶの解消時間はＦ ｚ， Ｃｚ 共に年齢との柵関

は認められたものの ，認知検企との柵関は認められなか った ．従 って ，ＣＮＶ解消課程は視覚短期記憶，聴
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はじめ１こ

　脳の 一事象関連電位の随伴性陰竹変動（ｃｏｎｔｉｎｇｅｎｔ

ｎｅｇａｔｉｖｅ　ｖａｒｉａｔｉｏｎ＝ ＣＮＶジ■ ，Ｐ３００
！■ は， 注意 ，学習

などの研究において頻繁に用いられている ．ＣＮＶは
，

警“、消‘の 一一」定時間後の命令信 ’弓’の直後にボタン抑しす

る課・題で川現する陰性の電位で注意，期待などを反映す

ると考えられている ．Ｐ３００は ，２棟類の呈ノ」、頻度の共

なる刺激の中から低頻度の標的刺激に反１一』した際に現れ

る潜時３００ｍｓの陽性電位である 、Ｐ３００は ，不確実さの

解決を反映すると説明されており ，学椚機能などとの関

連が報作されている ．また ，ＣＮＶ ，Ｐ３００は ，発達に伴

い変化することが知られている ＝Ｈ■ 　・ 方， ＣＮＶ課 ・題

において命令刺激後に脳波が基線に庚る過程，すなわち

ＣＮＶ解消過程も ，児．童と成人で解消時問に差が見られ

たことが舳Ｉ干されており
一’■

，個体発達の影響を受ける可

能一１牢が高い ．また ，ＣＮＶ解消諜程は精神障 年や心理 ’［前

の影響を １受けることが撒一ｆ午されているがＨ一｛！ どのよう

な伽域ひ）認知発達とどのように閑係するかについては 一１一

分に研究されていない

　■忍知機能と事象閑連電位（Ｅｖｅｎｔ　Ｒｅ１ａｔｅｄ　Ｐｏｔｅｎｔｉａ１ｓ；

ＥＲＰ）の１臭１係は ，徽多く辛段告されている ．Ｐ３００淋時は
，

ＭＭＳ（ｍｉｎｉ　ｍｅｎｔａ１ｓｔａｔｅ　ｅｘａｍｉｎａｔｉｏｎ）のスコアが

低か った痴 ・米村 ・象者では ，有．なに延長していたことが報
ｉ■

テされている
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は， ９歳から１３
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歳のてんかんの ｒどもの認知検．脊の ［いで単純な言舳１ ，短

期記憶 ，簡単な判断がＰ３００潜時と有意な柵関が見られ

たことを報告している ．また ，Ｗｕ　ｅｔ　ａｌ
．］丁＝

は成人のて

んかん
一審

、’者では ，Ｐ３００とＷＡＩＳの「常数」「数哨」「絵

画配列」に有意な梱関が見られらたことを報・告している

Ｋｉｎｄ ｅｒｍａｎｎ　ｅｔ　ａ１
．１月■

は， 健康高齢者とうつ傾向の高
齢■者で ，実行機能を反映するとされるＷｉｓｃｏｎｓｉｎ　Ｃａｒｄ

Ｓｏｒｔｉｎｇ　Ｔｅｓｔの全てのスコアとＰ３００が関係していたこ

とを撒一．干している ．一一・ 一方 ，ＣＮＶ振 畠は記銘 ’力と杣関す

ること
１｝

，痴呆が見られる場介，痴一呆でない高齢’者に比

べＣＮＶが顕■著に減少することが分か っている
１Ｉ 一／１ 「．

この

ようにＰ３００やＣＮＶは ，それぞれ一典なる認知機能との閑

係が指斗商されている ．また ，ＣＮＶが解消されて某線に

庚る過租すなわちＣＮＶ解消は ，Ｐ３００の影響を受けてい

ると報告されている
！！■

ことから ，ＣＮＶやＰ３００のように

認知機能と１異１係している ’口丁能性．がある ．そのため ，

ＣＮＶ解消過程がどのような認知機能発達とどのような

関係があるかを兇る １必要がある ．ＣＮＶ解消過程と認知

先達との関係を捉えることは ，認知機能を問・題とする脳

ヰ幾能障害の評仙などにＣＮＶ角榊■ｊ過桝の測定結果を川い

ることの有用竹をホすことになるものと考えられる

　本研究のＨ的は ，ＣＮＶ解消過秤の発達的変化と視覚

知期記憶，聴覚短期記憶，視空問構成能力 ，実行ヰ幾能な

どの認知発達との閑係をとらえ ，ＣＮＶ解消課程の評価

一ｇ７
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がどのような認知発達と関係するか検証することである

そして ，これがＣＮＶやＰ３００と認知発達との関係とどう

異なるのかについても検証することとした

対　　象

　対象は ，７～２４歳（平均１４歳２ケ月±５歳７ヶ月）で
，

男性７名，女性８名であった ．対象の中で ，１８～２４歳の

７名を高年齢層 ，７～１２歳の８名を低年齢層とした

方　　法

　被験者にＣＮＶパラダイム ，Ｐ３００パラダイムに基づい

た課題を行い，同時に実施した認知検査結果との関係に

ついて検討した

１． ＣＮＶ課題，Ｐ３００課題

○実験手続き

　ＣＮＶ課題：被験者を安楽椅子に座らせ，リラックス

した状態で ，Ｓ ｌに閃光刺激 ，Ｓ 。に４０ｄＢ（ｄｕｒａｔｉｏｎ：

１００ｍｓｅｃ）！ｋＨｚと２ｋＨｚのクリック音をランダムに各々

５０％の確率でヘッドフォンから与え ，１ｋＨｚの音の時の

みに撮指によるボタン押しをする課題を試行した ．Ｓ ｌ－

Ｓ。 の刺激間問隔は２ ．Ｏｓｅｃ ，試行間間隔は８ －１２ｓｅｃでラン

ダムにした

　Ｐ３００課題１ＣＮＶ課題と同 一・ …の機材で ，ｏｄｄ 　ｂａ１１課題

を行 った ．運動反１一』課題は児童において運動反１一一に伴う

ＥＯＧが混入する試行が多くなると予測されたため ，標

的音すなわち低頻度刺激音を心的に計数する課・題を用い

た． 提示刺激は４０ｄＢ（ｄｕｒａｔｉｏｎ： １００ｍｓｅｃ）１ｋＨｚと２

ｋＨｚのクリック音で，このうち１ｋＨｚの音を低頻度刺激

とし ，提示確率は２０％とした ．刺激呈示間隔は１ ．５秒と

した

＠脳波測定

　国際１０－２０法に従い ，頭皮上のＦ ｚ， Ｃｚ ，ＰｚにＡｇ／

ＡｇＣ１電極を装着し ，両耳果連結を基準電極として誘導

した ．ＣＮＶ及びＰ３００課題の際の脳波を時定数５ ．Ｏｓｅｃに

てＡＤ変換ボードによってデジタル変換しパーソナルコ

ンピューターに取り込んだ．脳波記録と同時に水平方向

の眼球運動（ＥＯＧ）も同時記録した

　脳波解析

　脳波信号は，２５０ＨｚでＡ／Ｄ変換し，パ］ソナルコンピュー

ターにとりこみ ，脳波解析ソフトＥＰＬＹＺＥＲｎ

（ＫＩＳＳＥＩ　ＣＯＭＴＥＣ）によって ，ＥＯＧの混入している

データを除外し ，平均加算処理した ．ＣＮＶ課題の標的

試行は，児童のデータがボタン押しの運動反応に伴 って

ＥＯＧが混入している試行が多く ，平均加算できるデー

タが収集できなか ったため ，ボタン押しのない非標的課

題についてのみ１５～４０回の平均加算処理をした

　ＣＮＶ，ＣＮＶ解消過程は ，頭皮前頭部（Ｆ
ｚ）

，中心部
（Ｃｚ）から得たデータについて分析した．ＣＮＶの振幅は

，

Ｓ１ 刺激後５０ト７００ｍｓｅｃの早期成分（以下早期ＣＮＶ）と

Ｓ。 前２００ｍｓｅｃ（Ｓ １後１８００～２０００ｍｓｅｃ）の後期成分（以

下後期ＣＮＶ）舳ｉ に分けて検討した ．ＣＮＶ解消時間は

Ｓ。 呈示からＣＮＶが陽性に移行し基線に接するまでの時

間とした 捌． ＣＮＶ振幅を測定する際の基線はＳ ユ前５００

ｍＳｅＣの 一平均電位とした

　Ｐ３００は中心部（Ｃ ｚ） ，頭頂部（Ｐｚ）のデータについて

分析した ．データの内，低頻度確率音の際の脳波を被験

者ごとに１５～２５呵加算平均処理した ．Ｐ３００振幅を測定
、

する際の基線は刺激前５００ｍｓｅｃの平均電位とした

２． 認知検査

　視覚短期記憶，聴覚短期記憶，視空問構成能力 ，実行

機能などの認知機能について以下の検査項目を用いて評

価した ．使用検査は学習などの影響を受けにくいものを

選択し ，高年齢層が有利にならないものとした．そして
，

それぞれの検査の粗点を記録した．それぞれの検査とそ

の評価内容は次の通りである

　知能検査ＷＩＳＣ一皿
１ヨコ

の検査項］の「数唱」

　検査方法：検企者が決められた数系列を子どもに読ん

　で聞かせ，子どもにそれを同じ順序あるいは逆の順序

　でその数字を言わせる

　評価内容：聴覚的記憶能力 ，注意，継次的情報処理能

　力

　ＷＩＳＣ－ｍ ２引 の検査項目の「積み木模様」

　検査方法：子どもにモデルとなる模様を提示し，同じ

　模様を決められた数の積み木を用いて制限時間内に作

　らせる

　評価内容：視空問構成能力 ，知覚統合

　心理教育検査Ｋ－ＡＢＣ
蝸コ の検査項Ｈの「位置探し」

　検査方法：複数の絵が描かれたぺ一ジを５秒間見せ ，

　子どもに次のぺ一ジのマス目の中から ，絵があ った位

　置を指ささせる

　評価内容１視覚的短期記憶能力 ，空間能力 ，視覚的体

　制化

　パソコン版のＷＣＳＴ（Ｗｉｓｃｏｎｓｉｎ　Ｃａｒｄ　Ｓｏｒｔｉｎｇ

　Ｔ ｅｓｔ）昌７ｉ

　検査方法：パソコン画面上で，色 ・形 ・数の３つの分

　類カテゴリーのいずれかに従って提示されたカードが
，

　どのカテゴリーに属するのかを類推させ，反応カード

　をクリックさせる ．連続正答が決められた回数に達成

　したら ，予告なしに分類カテゴリー が変更される

　カードは１２８回提示される

　評価内容：前頭葉機能（実行機能，保続）

３． 分析方法

　各被験者のＦ ｚ， Ｃｚ における早期ＣＮＶ ・後期ＣＮＶの平

均振幅，ＣＮＶ解消時問 ，Ｃｚ及びＰｚから導出したＰ３００の

潜時および振幅と年齢の相関をみた ．また ，早期ＣＮＶ ・

後期ＣＮＶの振幅，ＣＮＶ解消時問 ，Ｐ３００の潜時および振

幅と認知課題の粗点との相関を見た．統計解析には ，統
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計解析ソフトＳｔａｔ　Ｖｉｅｗ５ ．Ｏを用い ，Ｐｅａｒｓｏｎの相関分

析を行 った

結　　果

１． ＣＮＶ振幅，ＣＮＶ解消時問 ，Ｐ３００潜時 ・振幅と年齢

　との杣関について

　対象の高年齢層（１８～２４歳）の７名中６名は ，Ｆ ｚ， Ｃｚ

で， 早期ＣＮＶ ，後期ＣＮＶが共に出現していた ．１名

（２２歳）は早期ＣＮＶが確認されなか ったが，後期ＣＮＶ

は出現していた ．一方，低年齢層（７～１２歳）８名の内

５名はＦｚにおいて ，早期ＣＮＶ，後期ＣＮＶが共に出現し

ていたが，１名は早期ＣＮＶのみ（８歳６ケ月） ，別の２

名（８歳１１ヶ月 ，９歳１１ヶ月）は後期ＣＮＶのみが出現

していた ．Ｃｚでは ，丁ども８名の内４名は ，早期ＣＮＶ
，

後期ＣＮＶが共に出現していたが，１名（８歳６ケ月）

は早期ＣＮＶのみ ，別の１名（９歳１１ヶ月）は後期ＣＮＶ

のみが出現していた ．そして ．２名（７歳１ヶ月 ，８歳

１１ヶ 川は早期ＣＮＶ，後期ＣＮＶ共に出現していなか っ

た．

　ＣＮＶ振幅は ，早期ＣＮＶ，後期ＣＮＶ共に年齢との相関

は認められなか った

　後期ＣＮＶが出現した高年齢層（１８～２４歳）の７名と

低年齢屑（７～１２歳）５名について ，ＣＮＶ解消時間と

年齢との柚関を兇ると ，ＦｚにおけるＣＮＶ解消時間と年

齢に有意な相関が認められた（ｒ＝ ．６２ ，ｐ＜Ｏ ．０５）
．な

お， Ｆｚ におけるＣＮＶ解消時間とＣｚにおけるＰ３００の潜時

との間に有意な相関が認められた（ｒ＝ 一６１３ ，ｐ＜
．０５）

　高年齢屑（１８－２４歳）はユ名がＣｚにおいて ，別の１

名がＰｚにおいてＰ３００が不明瞭であ ったが ，他は３００ｍｓ

前後の陽性成分が確認され ，Ｐ３００が出現していること

が示された ．…ノ５ ，低年齢層（７～１２歳）には ，３００ｍｓ

前後の陽性成分が山現している者はおらず，Ｃｚではユ

名， Ｐｚでは２名が刺激後１０００ｍｓ以内のＰ３００様の陽性成

分は出現していなか った ．その他は４０ト８００ｍｓに陽性

成分が出現していたため ，その頂点を測定した ．Ｐ３００

の潜時は ，Ｃ ｚ， Ｐｚの波形共に年齢と有意な負の相関が

認められた（ｒ＝ 一．
６７０，ｐ＜ 一０１；ｒ＝ 一．

６８３，ｐ＜
．Ｏｌ）

従って ，年齢が．トがればＰ３００潜時が短くなることが示

唆された ．一方Ｐ３００の振幅は ，年齢との相関は認めら

れなか った

２． ＣＮＶ振幅，ＣＮＶ解消時間 ，Ｐ３００潜時 ・振幅と認知

　課題検査との相関（表１）

　本研究に用いた認知検査の全ての項目のスコアは ，年

齢と有意な相関が認められた

　事象関連電位のデータと認知検査の関係を見ると ，早

期ＣＮＶ ・後期ＣＮＶ振幅共に ，どの認知検査項口とも柵

関が認められなか った ．Ｐ３００は ，Ｃｚから導出されたも

のが，数唱 ，積み木模様，ＷＣＳＴの正答数，カテゴリー

数と負の相関を ，非保続性エラーと正の相関を示した

Ｆｚ から抽出されたＰ３００は ，積み木模様 ，ＷＣＳＴのカテ

ゴリー達成数と負の相関を示した ．ＣＮＶの解消時間と

認知検査の相閑は ，Ｆ ｚ， Ｃｚ共に認められなか った

考　　察

　本研究では ，低年齢屑（７～１２歳）では ，Ｆｚで１名
，

Ｃｚ で２名が，早期ＣＮＶ，後期ＣＮＶ共に山現しない例が

あり ，ＣＮＶが７ ，８歳児では見られないこともある可

能性が示されたが，被験者全体で見ると ■朴期ＣＮＶ ，後

期ＣＮＶ共に年齢とは相関が認められなか ったことから
，

ＣＮＶの振幅の変化は個体の成熟に伴 って起こることは

実証できなか った 、これは先行研究川の結果と異なる
が， 本研究では ，低年齢屑（７－１２歳）のデータがばら

ついており ，標準偏差も非常に大きか ったため更にデー

タを増やして検討する必要があると考えられる ．一方
，

後期ＣＮＶが出現した対象者のＣＮＶ解消時間と年齢の杣

関を見ると ，Ｆｚにおいて年齢との相関が認められ
，

ＣＮＶ解消課程すなわち注意して反応した後の過程には

年齢による差があると考えられる ．ＣＮＶ解消過程につ

いて ，岩永ら
！１「

はＳ 。刺激に対するＰ３００様成分が影響し

表１ 年齢，早期ＣＮＶ ・後期ＣＮＶ振幅，ＣＮＶ解消時間 ，Ｐ３００潜時 ・振幅と心理学的検査粗点との柚関

数唱　　　位置探し　　積み木模様 ＷＣＳＴ

工Ｆ１答数　　非保続エラー　保続エラー　　カテゴリー 数

年齢

早期ＣＮＶ振幅

後期ＣＮＶ振幅

ＣＮＶ角年消時間

Ｐ３００｛替Ｈ寺

Ｐ３００士辰巾爵

．９０１＃＃ 　　　　　　 ．９０９ ＃幸 　　　　　　　　．９３９ ＃ヰ

＿．

６５３ 非＊ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　
＿．

６１８ ＃

　　　　　　　　　　　　 一．
７４８榊

．６５５ ＃＃ 　　　　　　　　
＿．

６１２非　　　　　　　　
＿．

５５０ ＊

＿．

５３３ ＊　　　　　　　　 ．５８８ ＃

．８０３榊

一．

６１１＃

一．

６０４ 申

＊＝ｐ＜０ ．０５ ，＊＊＝ｐ＜０ ，Ｏｌ

一９９一



岩永竜 ・…郎　他

ていることを指摘している ．本研究でも ，ＣｚのＰ３００潜

時とＦｚのＣＮＶ解消時間に有意な相関が見られたことか

らＰ３００の発達に伴う変化とＦｚのＣＮＶ解消時問の年’齢に

伴う変化は関係していると考えられ，Ｐ３００が年齢によっ

て異なるためにその影響を受けＣＮＶ解消時問が一異なっ

たと推察される

　　認知検査スコアとＰ３００との相関では ，「積み木模様」

課題，ＷＣＳＴのカテゴリー 数はＣ ｚ， Ｐｚ におけるＰ３００潜

時と ，「数喘」 ，ＷＣＳＴの正答数，非保続性エラーはＣｚ

におけるＰ３００潜時と関係していることが小され ，Ｐ３００

潜時は視空間構成能力及び実行機能と関係していると考

えられる ．Ｃｚから得られたＰ３００潜時が聴覚的短期記憶

などを要する課題である「数唱」と相関をポしたことは
，

Ｎａｇａｍｕｒａ　ｅｔ　ａ１
．１‘■

Ｗｕ　ｅｔ　ａ１
－１〒■

の報告と　一致してい

る． また ，実行機能がＰ３００潜時と相関している点は
，

対象者が異なるもののＫｉｎｄｅｒｍａｎｎ１昔■ の報告と一致して

いる

　　ＣＮＶ解消課程は年齢との相関が認められたものの ’本

研究で用いた４つの認知検査結・果とはいずれも相関が見

られず，これらの認知発達と関係するとは言えないと考

えられる ．また ，本研究ではＰ３００と認知機能と間に見

られるような関係はＣＮＶ解消課程には認められなか っ

た． 従っ て， ＣＮＶ解消課程は本研究で評価した認知機

能を反映するとは言えず，視覚短期記憶，聴覚短期記憶
，

視空間構成能力，実行機能などの認知機能障害と脳機能

の関係を捉える評個にＣＮＶ解消時間を用いることは妥

当でないと考える
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２３）Ｌｏｖｅ１ｅｓｓ　ＮＥ ，Ｓａｎｆｏｒｄ　ＡＪ：Ｓ１ｏｗ　ｐｏｔｅｎｔｉａ１ｃｏｒｒｅ
－

　　　１ａｔｅｓｏｆｐｒｅｐａ・ａｔｏｒｙｓｅｔ．肋げｓ〃ｏｌ，１ １３０３
－

　　　３１４ ．　１９７４

２４）Ｚａｐｐｏ１ｉ　Ｒ ，Ｖｅｒｓａｒｉ　Ａ ，Ａｍｅｔｏｒｉ　Ｇ ，Ｐａｇａｎｉｎｉ　Ｍ
，

　　　Ｍ ｕｓｃａｓ 　ＧＣ，Ａｒｎｅｏｄｏ 　ＭＧ，Ｇａｎｇｅｍｉ　ＰＦ
，

　　　Ｂａｒｔｅ１ｌｉ　Ｍ：Ｔｏｐｏｇｒａｐｈｉｃ　ＣＮＶ　ａｃｔｉｖｉｔｙ　ｍａｐｐｉｎｇ

　　　ｐｒｅｓｅｎｉｌｅ　ｍｉ１ｄ　ｐｒｉｍａｒｙ　ｃｏｇｎｉｔｉｖｅ　ｄｅｃ１ｉｎｅ　ａｎｄ

　　　Ａ１ｚｈｅｉｍｅｒ　ｄｅｍｅｎｔｉａ．Ｎ舳ｒｏｐ伽ｓ〃Ｃ舳，２１ ＝４７３
－

　　　４８３ ．　１９９１

２５）Ｗｅｃ
ｈｓ１ｅｒ　Ｄ（円木版ＷＩＳＣ－ｍ刊行委員会訳編著）

　　　　１１ ’木版ＷＩＳＣ一皿知能検企法理論編．Ｈ木■文化科学杜

　　　１９９８

２６）Ｋａｕｆｍａｎ　ＡＳ ，Ｋａｕｆｍａｎ　ＮＬ（松原達 ’哉 ，藤１１１和

　　　〃
、， 前川久男 ，石隈利紀共訳編 ＝著）Ｋ－ＡＢＣ心理 ・

　　　教育アセスメントバッ テリー 丸善一メイツ ．１９９３

２７）ｗｉｓｃｏｎｓｉｎ　Ｃａｒｄ　ｓｏｒｔｉｎｇ　Ｔｅｓｔ（ｗＣＳＴ） ，ｈｔｔｐ： ／／

　　　ｗｗｗ ．Ｐｈａｔｉｍａ ．ｃｏ
．ｊｐ／ ，１９９８
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The relatiOnShip between developmental changeS Of COntingent 
negative variatiOn (CNV) reSOlutiOn and the sCOreS Of 

4 cognitive tests 

Ryoichiro IWANAGA*, Kozo FUNASE * , Toshio HIGASHI* 

1 Department of Occupational Therapy, Nagasaki University of Health sciences 

Abstract The objective of this study is to examine the correlation between contingent negative 

variation (CNV) resolution and 4 cognitive abilities. Also, we compared the relationships b,etween 

cognitive function and CNV resolution, cognitive function and P300. 

The correlation of the data of CNV. CNV resolution, and P300 and the scores on 4 psychological 

tests; The Wisconsin Card Sorting Test (WCST), number repetition, visual memory test, and block 

design for 15 subjects whose ages ranged from 7 to 24 years were examined. 

The results shows that there were significant correlations between P300 Iatency at Cz an,d audi-

tory short-term memory, visual conceptual abilities, and executive function. There were al,so sig-

nificant correlations between P300 Iatency at Pz and visual conceptual abilities and executive 

function. There were no correlations between CNV amplitude and CNV resolution and all psycho-

10gical test data. 

We suggested that CNV resolution is not a good measure for evaluation of brain funct,ion re-

flecting cognitive development. 

Bull. Nagasaki Univ. Sch. Health Sci. 16(2) 97 102 2003 

Key Words contingent negative variation (CNV), P300, development, cognitive function 
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